
1. 趣旨

「昔に比べて田んぼの生きものが少なくなった」「田んぼにドジョウやメダカを呼

び戻したい」といった声に対応して、全国各地で水田魚道の設置が進められてきま

した。また、そのための技術開発も進み、地域環境資源センターでは、平成 19年度

から水田魚道の普及啓発を行う研修会を開始し、平成 21 年度には、『水田魚道づく

りの指針』を作成しました。

このような、国民の食の安全安心や環境に対する関心の高まりに対応し、ドジョ

ウやメダカといった農村の身近な生きものに加え、コウノトリなど象徴的な生物が

棲みやすい環境を作ることも意識して、水田魚道の設置とあわせて農薬や肥料の使

い方を工夫し、生きものとの共生をうたったお米の生産などの取組も増えてきまし

た。

しかしながら、近年、農家の高齢化がさらに進行し、また、経営規模の拡大に伴

う農作業のより一層の効率化が進められる中、雑草や泥の除去といった水田魚道の

維持管理が重荷となってきている実態も見受けられます。 

今回の研修は、水田魚道設置を実践してきた講師の方々から水田魚道普及の現状、

設置技術及び維持管理の課題等について紹介いただいたうえで、現地見学や講師も

交えた研修参加者との情報・意見交換を行う時間を設ける形で開催することとして

います。 

２．主催者 

一般社団法人 地域環境資源センター 

３．開催日 

令和８年５月 28日（木）～29日（金） 

４．研修会場 

滋賀県東近江市栗見出在家町内（別紙２） 

１日目 講 義：滋賀県土地改良事業団体連合会 研修室 

２日目 現地見学：栗見出在家町内の水田魚道 

意見交換：栗見出在家町 交流会館（明寿苑） 

集合場所 

①送迎バス利用の方

⇒12:10に米原駅西口付近（別紙１）

当センターで駅～現地間のバスを手配しています（所要時間約 50分）

②自家用車でお越しになる場合

⇒定刻までに現地にお越しください

1日目…13:10に滋賀県土地改良事業団体連合会 研修室

2日目… 8:45に栗見出在家町公民館

※滋賀県土地改良事業団体連合会、栗見出在家町公民館の駐車スペースを無料で

ご利用いただけます。 

水田魚道指導者全国研修会(in 滋賀) 

～ 開 催 要 領 ～ 



５．宿泊先(希望者のみ) 

宿泊場所：アズイン東近江能登川駅前 (別紙１) 

住  所：〒521-1224 滋賀県東近江市林町２０ 

電話番号：0748-42-5588 

※予約は主催者側で一括して行います。

※宿泊先の位置については、別紙１をご参照下さい。

※ホテルの駐車場は無料でご利用いただけます。

６．対象者および定員 

都道府県、市町村、土地改良区、土地改良事業団体連合会、多面的機能支払交付金

活動組織の役員・構成員の方、その他環境保全型農業や生態系保全活動に取組んでい

る団体や個人など                定員２０名程度（先着順）

７．プログラム 

別紙３のとおり

８．参加費 

(1)受 講 費 １０，０００円（教材費、傷害保険等） 

（うち消費税９０９円 税率 10%） 

(2)宿 泊 費  ６，９００円（朝食込）（税込） 

(3)情報交換会費  ５，０００円程度（予定）  

※１：受講費の納入は研修後、指定の銀行口座への振込のみとさせていただきます。

予めご了承ください。なお、振込手数料は別途ご負担願います。 

※２：受講費の請求書（適格請求書）は、研修会当日にお渡しします。

※３：宿泊費は、当日ホテルに個別にお支払い下さい。

※４：情報交換会費は、当日徴収させていただきます。

９．申込み 

別紙４の申込用紙に必要事項を記入の上、ＦＡＸまたはメールにて、以下の宛先に

お送りください。申込用紙は、当センターホームページ（https://www.jarus.or.jp/ 

トップページ「新着情報」）よりダウンロードすることもできます。

締め切りは、４月 23日（木）17:00 とさせていただきます。

お申し込みは先着順に受理します。定員になり次第、締め切りとします。

受講決定及び詳細は、４月末前後にご連絡させていただきます。

なお申込者が少数の場合は、本研修会を中止とする場合がございますので、予めご

了承ください。（最少催行人数は８名程度といたします） 

※ 本研修は農業土木技術者継続教育プログラムの CPD 認定申請予定です。

（一社） 地域環境資源センター 農村環境部 （担当：齋藤） 

【お問い合せ電話番号】 ０３-５４２５-２４６１ 

【 FAX】０３-３４３２ -０７４３ 

【メール】sh.saito@jarus.or.jp（齋藤） 



 別紙１ 

令和８年度水田魚道指導者全国研修会 集合・研修場所位置図 

 
米原駅(集合・解散場所) 

能登川駅付近(宿泊場所) 

自動車で５０分程 

自動車で１５分程 

米原駅 米原駅 
西口ロータリー 

能登川駅 

アズイン東近江
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能登川駅周辺 

○集合場所※当センター手配の貸し切りバスご利用の方

1日目：米原駅(新幹線駅)西口ロータリー 

・新幹線米原駅から徒歩約 1分

2日目：アズイン東近江能登川駅前 ホテル前 

・住所：〒521-1224

滋賀県東近江市林町２０ 

・電話：0748-42-5588

※情報交換会は、能登川駅周辺で行う予定です。

米原駅周辺 

栗見出在家町(研修場所) 

駐車場 

 ロータリー



 別紙２ 

○集合場所※JR 在来線、自家用車で会場にお越しになる方

1日目：滋賀県土地改良事業団体連合会 研修室 (能登川駅から徒歩 5分) 

・住所：〒521-1221

滋賀県東近江市垣見町６０１ 

・電話：074-42-4806

2日目：栗見出在家町公民館 

・住所：〒521-1245

滋賀県東近江市栗見出在家町３１０ 

・電話：0748-45-0603

※2 日目、JR 在来線を利用して来られる方は、8:30 にアズイン東近江能登川駅前から公民

館に向けて出発する当センター手配の中型バスにご乗車いただくことも可能です。ホテル

前までおこし下さい(能登川駅から約６分)。

N 

能登川駅 

栗見出在家町 

公民館 

①集合場所(１日目)の外観 ②集合場所(2日目)の外観

図 能登川駅～現地見学場所への経路 

滋賀県土地改良

事業団体連合会 

能登川駅 アズイン東近江

能登川駅前

N 



別紙３ 

令和８年度 水田魚道指導者全国研修会 プログラム 

５
月
２
８
日
（
木
）

12:10 
集  合 

出  発 

集合場所：新幹線米原駅※昼食は済ませておいて下さい 

(参考) 

新幹線:東京方面から  新幹線ひかり  637 号新大阪行 11:47 着 

 新大阪・博多方面から新幹線ひかり 648 号東京行 11:52 着 

13:10 主催者挨拶 （一社）地域環境資源センター(農村環境部長 齋藤 伸) 

13:15～13:35 

（20分） 
自己紹介 現在の活動、研修で学びたいことなどを紹介 

13:35 ～ 14:35

（60分） 
室内講義① 

水田魚道普及の現状と今後の課題(仮) 

講師：メダカ里親の会 事務局長 中茎 元一 

（10分） 質疑応答 室内講義①について 

（10分） 休  憩 

14:55～15:55 

（60分） 
室内講義② 

 水田魚道の開発・普及と管理について(仮) 

講師：ナマズのがっこう 事務局長 三塚 牧夫 

（10分） 質疑応答 室内講義②について 

16:05 ～ 16:45

（40分） 
室内講義③ 

栗見出在家町魚のゆりかご水田協議会の活動紹介

講師：事務局長 小林 弘子 

（10分） 質疑応答 室内講義③について 

16:55～17:00 

（5 分） 

事前連絡～

出  発 
ホテルへ移動

17:30 ～ 19:30

（120分） 
情報交換会 会場：能登川駅付近(予定) 

５
月
２
９
日
（
金
）

8:30 
集  合 

移  動 

ホテル 入口集合 ※チェックアウトは済ませて下さい

ホテル→栗見出在家町公民館

8:45～9:00 

（15分） 

荷物整理 

移  動 
栗見出在家町公民館→現地 

9:00～10:00 

（60分） 

現地見学 

(小雨決行) 

水田魚道を活用した地域活動の紹介 

講師：栗見出在家町魚のゆりかご水田協議会

10:00～10:30 

（30分） 

移  動 

休  憩 
現地→栗見出在家町 交流会館（明寿苑） 

10:30 ～ 11:30

（60分） 
意見交換会 

取組みと抱えている課題、利活用の方法、動機付け等、講師と

研修生で情報・意見交換 (全国の活用事例を説明) 

11:30 ～ 11:50

（20分） 
閉  会 修了証授与及び記念撮影（解散） 

12:00 バス出発 

移動先：JR 能登川駅経由新幹線米原駅 

(参考) 

新幹線:東京方面行へ   新幹線 ひかり 650号東京行 12:57発 

こだま 728 号東京行 13:33発 

 新大阪・博多方面へ新幹線こだま 715 号新大阪行 13:16 発

ひかり 641号新大阪行 13:53発 

※プログラムは変更する場合があります。

時間 内容等


